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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 36

居室に置いてあるポータブルトイレや
日用品が入り口付近の目に触れる場所
にあり、配慮に欠けている。

個人のプライバシーが保たれるよう
環境作りに取り組む。

日用品は居室の目が届きにくい場所へ片付
ける。また他の方の目に触れないようトイ
レに被せておけるカバーを準備する。 １ヶ月

2 1

認知症ケアに取り組む上での姿勢や方針に
ついてスタッフ間で意見交換をしたり、初
心に立ち返る為の理念を共有する機会が少
ない。

定期的に理念を共有する機会を設け、
日々のケアの自己点検に活用できる。

初心に返る事と普段のケアを自己点検出来
る事を目的に、３ヶ月に１度全体会議の時
間に理念を共有する機会を作る。 ３ヵ月

地域の様々な方との交流の機会として外部 ボランティア制度を利用出きるよう ボランティア制度が利用できるよう準備を

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

3 2

地域の様々な方との交流の機会として外部
との繋がりや関わる時間が少ない。

ボランティア制度を利用出きるよう
取り組んで行く。

ボランティア制度が利用できるよう準備を
し実際に活用していく。

６ヶ月

4 33

重度化指針を作成する以前に入居された方
に対する説明が不十分で具体的な話し合い
の場が設けられていない。

入居者とそのご家族の終末期に対する考
えを共有する。

重度化指針を基に改めて全ての入居者、ま
たそのご家族と１度話し合う機会を設け
る。 １年

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。
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